
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

令和８年７月発行 

松戸市立図書館 ☎047-365-5115 

http://www.city.matsudo.chiba.jp/library/ 

ＹＡ（ヤング・アダルト）コーナ

ーには、小説やライトノベルは

もちろんのこと、気軽におもし

ろく学べる本、これからの進路

について考える本などが揃って

います。 

本館２階・東松戸地域館・小金分

館にあります。 

ぜひ立ち寄ってみてください♪ 
本館２階・ 

東松戸地域館では 

特集展示を実施してい

ます！ 

Animageなどの雑誌も 

あるよ。 

か 
ば 

わ 

通 信 
ＹＡ（「ヤング・アダルト」の略 称

りゃくしょう

で 

中高生のみんなのこと。）向けに 

おすすめの本を紹介します。 

世
代
に
お
す
す
め
！ 

新
刊
情
報 

東松戸地域館 

TEL 703-0615 
東松戸 2-14-1 ひがまつテラス内 

交通／JR東松戸駅下車徒歩約 4分 

YA紹介ページ 

本 館 

TEL 365-5115 
松戸 2060 

交通／JR松戸駅下車徒歩約 7分 

小 金 分 館 

TEL 343-8658 
小金きよしケ丘 3-1-1 
市民センター内 

交通／JR北小金駅下車徒歩約 1２分 

図書館利用案内 

わ
た
し
ら
し
く
、 

こ
れ
か
ら
。 

松戸市立図書館 

日本十進分類法 

オリジナルキャラクター 

 9類 セプト 

 



 自分の感情や考えを思いつくままに書き出すこ

とで整理する「ジャーナリング」の技術を学ぶこと

が出来る一冊。さっそく紙とペンを手にジャーナ

リングを始めてみましょう。きっとストレスに振

り回されず、より良い未来へ進むためのヒントが

見つかるはずです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

『にげてさがして』 

(ヨシタケシンスケ／著  

ポプラ社) 

 高校二年の夏休み、駅で

出会った三人とある場所

に向かいます。なかなか自

分の感情を出せない泪（る

い）が三人と時間を過ごす

うちに自分の意志で発す

る言葉が出てきます。心情

の変化、気づきがあり一緒

に旅をしているような感

覚になります。 

 
『みんなでつくる「読書バリアフリー」

だれもが読める本のかたち』 

(成松一郎／著 河出書房新社) 

『毎日つかえる子どもの権利』 

(甲斐田万智子／著 アルパカ) 

『あの日のアオハルと、待ち合わせ』 

(櫻いいよ／著 集英社 集英社オレンジ文庫) 

『死って、なんだろう？ 子どもたち

からの 38の質問』 

(エレン・ダシー、アンナ・フアン・カンタ 

ベッラ／作 創元社) 

『僕たちの青春はちょっとだけ特別』 

(雨井湖音／著 東京創元社 写真：mew 

装幀：岡本歌織)  

 

 『謎ルール』 

(高部大問／著 内田樹／監修 時事通信出版局) 

 子どもの権利について考え

たことはありますか。困った

ことがあった時、どこに相談

したらいいのか、一人では悩

んでしまうこともあると思い

ます。そういう時には、この本

を開いて守られる権利がある

ことを知って使うことができ

ます。 

みんながスラスラ文章を読

めるわけではない。目が見え

ない人以外にも、読書をする

こと、文字を読むことが難し

い人がいるんです。いろんな

読書の楽しみ方を知ることで

世界が広がる人が増えていき

ます。まずは色んな「読む」を

知ってみよう。 

 高等支援学校に進学したこ

とで、架月は日常にも変化が

訪れます。いろんな事件も同

級生たちと一緒に解決しちゃ

うのです。 

先生たちの眼差しも温か

く、素敵な学校を舞台にした

ちょっとだけ特別な青春をお

届けします。 

 これからたくさんの人と出会う中で、自分とは違

う考えを持つ人もたくさんいると思います。もし、

ひどいことをされたら「にげて」もいいと優しく背

中を押してくれる作品です。今、つらくて動けなく

なっている人に読んでもらいたいです。 

 この本は、各分野で働くお仕事について紹介し

ています。進路を決める時に、まずはどんな仕事が

あるのか知るきっかけになると思います。見開き

で分かりやすいので気になるところから読んでみ

てください。 

 

『大学 4年間を「応援」に

捧げた私が古生物学者に

なった話』 

(泉賢太郎／著 理論社) 

 世界中から集めた「死」につ

いての質問 38個に、分かりや

すく解説してくれます。「死」

を考えるって怖いことかな、

と思っていたけれど、「死」を

考えることは「生きる」ことに

ついて考えることだって気づ

きます。 

『僕の仕事はごみ清掃員。』 

(滝沢秀一／著 河出書房新社) 

『10代女子のためのおしごと

図鑑 これからの時代を生きる

進路の見つけ方，自分にピッタ

リのお仕事探し方ガイド』 

(女子の進路相談室／著  

メイツ出版) 

 がむしゃらに突き進む才能に富んだ著者だなぁ、

と思うくらい、がむしゃら具合が面白可笑しくつづ

られています。「すごくない自分が、どうすれば古

生物学者になれるのか」を戦略的に頑張った話は、

読んでいてとても気持ちがいい！がむしゃらって、

わるくないかも。 

『13歳からのジャーナリング』 

(藤本志乃／監修 メイツ出版) 

 私たちの活動の最後に必ず残るごみ。実は情

報の宝庫なのです。ごみを見ればあなたの人間

性や生活習慣、誰にも言っていない秘密までバ

レてしまうかも！？ごみの分別方法をイラス

トとともに学べる特別補習もあります。楽しく

てためになる「ごみの特別授業」開講です。 

 あなたはルールに対し「な

ぜ？」と疑問を持ったことは

ありますか？その疑問を誰か

に投げかけたとき、どんな答

えが返ってきたでしょうか。 

身の回りに溢れている「謎ル

ール」のルーツをたどれば、そ

の答えを見つけることが出来

るかもしれません。 

わたしらしく、 

これから。 


